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採
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た
ど
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な
保
育
所
で

秋
の
芋
掘
り
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依存財源
　　39億3,578万円（83.6％）

 　地方債
11億7,220万円
　　（24.9％）

 国庫支出金
6億8,297万円

（14.5％）

 町税 ※３
 3億2,686万円
　 （6.9％）

繰越金　
7,046万円（1.5％）

使用料及び手数料　
8,801万円（1.9％）

 その他（A）※１
1億7,492万円
　（3.7％）

 県支出金
1億7,615万円（3.7％）

その他（B）※２
1億7,970万円（3.8％）

＋27.1％

歳 入
対前年度比

繰入金　
1億1,431万円（2.4％）

自主財源
  7億7,456万円
　　　　（16.4％）

区分 平成 18 年度決済額 平成 17 年度決済額 増減額

町民税 1 億 1,426 万円 1 億 1,226 万円   　 1.8％

固定資産税 1 億 7,319 万円 1 億 6,371 万円   　 5.8％

軽自動車税 　    1,256 万円 　    1,267 万円   ▲ 0.9％

たばこ税 　    2,686 万円 　    2,527 万円  　 6.3％

合計 3 億 2,686 万円 3 億 1,391 万円   　 4.1％

地方譲与税 8,082万円（1.7％）
地方消費税交付金 4,732万円（1.0％）
自動車取得税交付金 2,655万円（0.6％）
ゴルフ場利用税交付金 1,225万円（0.3％）
地方特例交付金    728万円（0.2％）
交通安全対策特別交付金    172万円（0.04％）
利子割交付金    143万円（0.03％）
配当割交付金    132万円（0.03％）
株式等譲渡取得税交付金    101万円（0.02％）

諸収入 1億2,876万円（2.7％）
分担金及び負担金   　3,533万円（0.8％）
財産収入 1,083万円（0.2％）

２
億
７
千
70
万
円
の
黒
字
決
算

　

歳
入
の
決
算
額
は
47
億
１
千
34
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
10
億
５
５

９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
の
構
成
比
で
、
最
も

割
合
が
大
き
い
も
の
は
「
地
方
交
付

税
」
で
す
。
こ
れ
は
町
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

本
町
の
歳
入
全
体
の
37
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

次
に
割
合
が
大
き
い
も
の
は
事
業

を
行
う
と
き
に
借
り
入
れ
る
「
地
方

債
」で
す
。
以
下
、「
国
庫
支
出
金
」「
町

税
」「
県
支
出
金
」「
繰
入
金
」
…
と

続
い
て
い
ま
す
。

課
題
は
自
主
財
源
の
確
保

　

本
町
の
歳
入
の
特
徴
と
し
て
、
町

税
な
ど
の
自
主
財
源
が
乏
し
く
「
依

決
算

平成 18 年度

　平成 18 年度決算の一般会計および特別会
計の決算が９月の議会定例会で認定されま
した。平成 18 年度の歳入から歳出を差し引
いた一般会計決算額は、2 億 7,070 万円の黒
字決算となりました。
　決算とは、その年の４月から翌年の３月
までの１年間で、町にどのようなお金が入っ
てきて、どのように使ったのかをまとめた
町の家計簿です。
　町が行っているさまざまな仕事は、皆さ
んが納めている税金や国や県からの補助金
などで賄われています。グラフを見ること
で、これらのお金が「まちづくり」でどの
ように使われたのか知ることができます。

存
財
源
」
が
歳
入
全
体
の
約
84
％
を

占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

三
位
一
体
の
改
革
（
国
庫
補
助
負

担
金
の
改
革
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
）

が
進
め
ら
れ
る
中
、
依
存
財
源
で
あ

る
「
地
方
交
付
税
」
は
今
後
ま
す
ま

す
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
本
町
も
例
に
漏
れ
ず
、
今
後
も

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
行
政
を
運

営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳入決算　47 億 1,034 万円

一
般
会
計
歳
入

（ ）内は構成比

 ※1 その他（A）の内訳

 ※2 その他（B）の内訳

 ※3 町税 3 億 2,686 万円の内訳
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＋28.9％

歳 出
対前年度比

    民生費
8億7,319万円
  （19.7％）

   公債費
5億7,552万円
　（13.0％）

　 教育費
 2億7,786万円
　　 （6.3％）

    土木費　
12億8,997万円
　 （29.1％）

  労働費
2億7,951万円
　（6.3％）

農林水産費　6,977万円（1.6％）
消防費　8,084万円（1.8％）

議会費　8,720万円（2.0％）

諸支出金　7,563万円（1.7％）

商工費　123万円（0.03％）

　     総務費
　  6億358万円
       （13.6％）

町
民
一
人
当
た
り
約
74
万
円

　

本
年
度
の
歳
出
の
決
算
額
は
、
44

億
３
千
９
６
４
万
円
で
、
17
年
度
よ

り
９
億
９
千
５
３
５
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
住
宅

や
道
路
の
整
備
を
行
う
土
木
費
や
、

皆
さ
ん
の
安
定
し
た
社
会
生
活
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
「
民
生
費
」、
町
の

借
入
金
を
返
済
す
る
「
公
債
費
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
主
要
事
業

　

平
成
18
年
度
に
行
っ
た
主
要
事
業

と
し
て
、
中
央
線
道
路
を
桜
街
道
と

し
て
整
備
し
た
「
中
央
線
道
路
改
良

工
事
」（
土
木
費
）
や
、
中
央
公
園
に

滝
を
作
っ
た

「
公
園
整
備
」

（
総
務
費
）、
住

宅
20
棟
40
戸

を
新
築
し
た

「
公
営
住
宅
建

築
事
業
」（
土

木
費
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
で
あ
る
大
任
中
学
校
の
体
育
館

を
整
備
し
た
「
中
学
校
屋
内
運
動
場

大
規
模
改
修
事
業
」（
教
育
費
）
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
独
立
採
算
制

　

特
別
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と
は

別
に
独
立
し
て
、
特
定
の
歳
入
・
歳

出
を
行
う
会
計
で
す
。
こ
の
特
別
会

計
は
、
法
律
や
条
令
に
基
づ
い
て
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
「
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
」「
国
民
健
康
保
険
事
業
」「
老

人
保
健
事
業
」「
水
道
事
業
」
の
４
つ

の
特
別
会
計
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
赤
字
が
増

　

特
別
会
計
決
算
を
見
て
み
る
と
、

「
国
民
健
康
保
険
事
業
（
国
保
事
業
）」

が
１
億
４
千
３
８
５
万
円
の
赤
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
１

億
２
千
７
８
８
万
円
の
赤
字
だ
っ
た

の
で
、
赤
字
額
は
前
年
度
よ
り
１
千

５
９
７
万
円
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

本
町
の
国
保
事
業
は
、
平
成
14
年

度
か
ら
毎
年
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

赤
字
の
主
な
原
因
は
医
療
費
の
増
加

で
す
。
本
町
で
は
国
保
事
業
の
赤
字

を
抑
え
る
た
め
、
訪
問
指
導
や
運
動

教
室
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

特別会計決算

　　 宅新築資金等貸付事業

　　 民健康保険事業

　　 人保健事業

歳入 7,924 万円
歳出 5,806 万円
差引 2,118 万円

歳入 6 億 5,235 万円
歳出 7 億 9,620 万円
差引 ▲ 1 億 4,385 万円

歳入 7 億 7,202 万円
歳出 7 億 7,174 万円
差引 28 万円

歳入 8,746 万円
歳出 7,938 万円
差引 808 万円

平成 18 年度  決算報告

歳出決算　44 億 3,964 万円
一般会計決算

一
般
会
計
歳
出

特
別
会
計
決
算

　　 道事業水

老

住

国

新築された公営住宅中央公園を流れる滝

（ ）内は構成比
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まちの話題

特産品で大任町をＰＲ
JR 小倉駅でにんにく球やクリを販売

　９月 28 日、田川地区の市町村でつくる田川地域観光戦略
策定協議会が、JR 小倉駅で田川地域の観光 PR 活動を行い
ました。JR 小倉駅の JAM 広場では、各市町村ごとに販売
ブースが設置され、町の特産品の販売や観光パンフレットの
配布などが行われました。
　大任町も特産品であるにんにく球やクリなどを販売。駅の
利用者や買物客など多くの人々が足を止め、並べられた特産
品の数々を買い求めていました。クリ 100㎏はあっという
間に完売するなど、PR 活動は大盛況のうちに終わりました。

▲ 多くの通行人が足を止め、特産品を購入していました

秋の行楽は安全運転で
秋の交通安全県民運動を実施

　９月 21 日から 30 日までの 10 日間、秋の交通安全県民
運動が県内で一斉に実施されました。大任町では初日の 21
日、交通安全協会や添田警察署、町内各種団体などで、バ
スによる交通安全啓発パレードを行いました。その後は役
場前で車の運転手に交通安全を呼びかけるチラシを配布し、
安全運転を呼びかけました。
　昨今は飲酒運転による交通事故が社会問題化しています。
９月からは飲酒運転に対する罰則も強化されました（10
ページに関連記事あり）。みなさんもお酒を飲んだら絶対に
車を運転しないようにしましょう。

▼ 役場前で交通安全のチラシを配り、安全運転を呼びかけました

　

10
月
５
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で

第
22
回
大
任
町
暴
力
絶
滅
住
民
総
決
起

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

地
域
住
民
や
来
賓
な
ど
約
３
５
０
人
が

参
加
。
暴
力
の
絶
滅
を
訴
え
ま
し
た
。

　

大
会
で
永
原
譲
二
町
長
は
「
町
民
と

行
政
、
警
察
が
し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
暴
力
の
な
い
明
る
く
住
み
よ

い
大
任
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
集

ま
っ
た
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
県
警
察
本
部
の
深
野

浩
管
理
官
が
「
最
近
の
暴
力
団
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
、

暴
力
団
の
情
勢
や
対
処
法
な
ど
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
暴
力
反
対
！ 

暴
力
絶
滅
！ 

暴
力
追
放
！
」
と
力
強
い

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

暴
力
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て

第
22
回
大
任
町
暴
力
絶
滅
住
民
総
決
起
大
会

▲ 力強いシュプレヒコールで暴力絶滅への誓いを新たにしました

㊤暴力絶滅を訴えた永原町長　㊥立ち見が出
るほど多くの人が参加　㊦大会終了後はバス
で町内を巡回し、暴力絶滅を訴えました
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頑張るみんなが一等賞
町内の小学校で体育会

▲ 「礼儀正しく全員野球」のスローガンの下、見事準優勝

　９月 30 日、今任小学校と大任小学校で体育会が開催
されました。早朝に雨が降ったため、開催が危ぶまれま
したが、雨雲も児童たちの気迫に押されたのか、体育会
が始まるころには雨もあがり、無事に開会式を迎えるこ
とができました。
　児童たちは日ごろの練習の成果を思う存分に発揮し、
年に１度の晴れの舞台で躍動。集まった保護者や観客か
らは、大きな声援が送られていました。

次こそは金メダル
無限が記念大会で準優勝

　９月９日・15 日・16 日の延べ３日間、直方市で少年野
球大会が行われ、県内の 32 チームがトーナメント戦で
優勝の栄冠を争いました。
　この大会に大任町から「大任無限」が出場。激戦を勝
ち抜き決勝の舞台に駒を進めました。雨の中行われた決
勝戦では惜しくも敗れたものの、準優勝という成績を残
した大任無限。これからの成長がますます楽しみです。

㊤今任小学校の体育会、リレー　㊦大任小学校の体育会、組体操

小
こ 　 う ら

浦 初
は つ

代
よ

さん（柿原）

☆生年月日　昭和 5 年 11 月 10 日（76 歳）
☆趣　味　カラオケ　生け花　旅行

▲ 毎週火曜日に役場住民集会室でふれあい弁当を作っています

クローズ・アップ

vol .21−A de l i c i o u s  l u n c h −

　「お弁当を食べる人がいつも楽しみに待っていると耳にし
ます。それがやりがいにつながっています」。笑顔で話して
くれたのは小浦初代さん。大任町食生活改善推進協議会（食
進会）の活動で一人暮らしや寝たきりの老人、身障者の人た
ちに「ふれあい弁当」を作っています。
　小浦さんは食進会に入って約 25 年。今年の５月からは会
長を務めています。現在食進会のメンバーは約 15 人。「メ
ンバーはいつも募集中です。高齢者が多いので、若い人が入っ
てくれたらいいですね」と話してくれました。
　普段から健康志向。毎朝食後に数種類の野菜や果物で
ジュースを作って夫婦で飲むのが日課です。「ずっと前から
続けています。お通じが良くなるんですよ」とにっこり。
　小浦さんの趣味の一つにカラオケがあります。小さいころ
から歌を歌うのが得意で、学校の先生から人前で歌うように
お願いされることも多かったそうです。旧女学校時代には学校
の合唱団に選抜され、九州大学医学部の講堂で合唱したこと
も。好きな歌手は服部浩子さんや香西かおりさんだそうです。
　最後に、いつも弁当作りで心掛けていることを尋ねると、

「普通の家庭料理を作るということ。もちろん、おいしく食
べていただける料理を作るというのが一番。でもわたしたち
は調理師ではないので、やれることをやるだけです」とのこ
と。シンプルにおいしいものを作りたい。その姿勢こそが、
料理を一層おいしくする隠し味なのでしょうね。
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

　

住
民
課
衛
生
係
で
は
、
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　

12
月
14
日
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

①
生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
未
満
児

②
小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

住
民
課
衛
生
係
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
限　

12
月
７
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

　

県
で
は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

12
月
３
日
㈪
～
12
月
11
日
㈫

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
11
日
㈫
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
案
内
書
添
付
の
封
筒
に
て
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
案
内
書
は
役
場
の
事
業
課
住

宅
係
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
豊
県
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
21
ー
３
２
３
２

　

11
月
30
日
㈮
は
個
人
事
業
税
第
２

期
分
の
納
期
限
で
す
。
県
税
は
、
住

み
よ
い
町
づ
く
り
、
郷
土
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

個
人
事
業
税
の
納
税
に
は
「
口
座

振
替
」
が
便
利
で
安
全
で
す
（
振
替

開
始
は
、
申
出
日
の
翌
々
月
か
ら
）

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
の

納
税
を
忘
れ
ず
に

　

平
成
19
年
11
月
１
日
㈭
以
降
、
田

川
税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電

話
は
自
動
音
声
応
答
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

ご
用
件
に
応
じ
て
、
自
動
音
声
応

答
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
番
号
を
選

択
す
る
と
、
福
岡
国
税
局
の
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
（
音
声
案
内
１
）、
ま
た

は
田
川
税
務
署
（
音
声
案
内
２
）
に

ご
案
内
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
税

に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

田
川
税
務
署

　

☎
44
ー
０
４
３
０

税
務
署
の
電
話
受
付
が

自
動
音
声
応
答
に

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

　

課
税
第
１
課 

事
業
税
係

　

☎
０
９
４
８
ー
23
ー
４
１
１
１

保育所民間経営の事業者を募集します

　

町
で
は
、
行
財
政
健
全
化
計
画
の
一
環

と
し
て
、
大
任
町
立
な
の
は
な
保
育
所
を

民
間
経
営
に
す
る
た
め
、
移
管
先
を
公
募

し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
11
月
１

日
㈭
か
ら
町
内
告
示
板
に
て
告
示
し
ま
す
。

■
公
募
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課 

福
祉
係　

内
線
１
２
０



� 広報おおとう　2007.11月号

　大任町社会福祉協議会では、毎年恒例
のチューリップの球根植えを行います。
これに伴い、球根植えを手伝ってくれる
ボランティアの参加者を募集します。
　事前の申し込みは不要です。参加され
るかたは、作業のできる服装で手袋や手
グワを準備して（なくても可）、当日レイ

球根植えのボランティア参加者を募集します
ンボーホールにお越しください。多数の
町民の参加をお待ちしています。

■とき　12 月 2 日㈰　９時～
■ところ　レインボーホールとその周辺
■問い合わせ　大任町社会福祉協議会

（レインボーホール）　☎ 63-4832

　

就
農
に
興
味
を
抱
く
若
者
に
農
業

体
験
の
機
会
を
提
供
し
、
就
農
へ
の

意
欲
を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
の
農

業
法
人
へ
現
地
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
（
半

日
）
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
　
　
　

第
１
回　

11
月
14
日
㈬

　
　
　
　

第
２
回　

11
月
21
日
㈬

■
対
象
者　

若
年
求
職
者（
35
歳
未
満
）

農
業
法
人
へ
現
地
体
験
バ

ス
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集

　

実
践
セ
ミ
ナ
ー
（
求
人
の
見
つ
け

方
・
自
己
Ｐ
Ｒ
書
作
成
・
面
接
訓
練

な
ど
）
や
就
職
活
動
中
の
個
別
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
就
職
後
の
職
場
定

着
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
は
パ
ソ
コ
ン
セ

ミ
ナ
ー
も
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

12
月
ま
で

■
対
象
者　

福
岡
県
在
住
で
、
お
お

む
ね
35
歳
以
上
60
歳
未
満
の
求
職
者

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
務
局

　

☎
０
９
２
ー
４
１
５
ー
１
７
９
１

中
高
年
の
再
就
職
支
援

事
業
の
参
加
者
を
募
集

　

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場
で

の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の

悩
み
に
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
19
時

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

※ 

強
化
週
間
以
外
で
も
、
祝
祭
日
を

除
く
平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
０
９
２
ー
７
２
１
ー
９
１
６
６

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
の
強
化
週
間
を
実
施

■
と
き

①
11
月
16
日
㈮　

14
時
～
16
時

②
12
月
７
日
㈮　

14
時
～
16
時

■
演
題
・
講
師

①
・
②
「
不
妊
の
原
因
及
び
検
査
」

　

石 

明
寛
さ
ん
（
産
業
医
科
大
学　

臨
床
病
態
学　

教
授
）

①
「
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
・
不
妊
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」

　

坂
井 

幸
子
さ
ん
（
鞍
手
保
健
福
祉

環
境
事
務
所　

助
産
師
）

②
「
福
岡
県
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ

い
て
」

　

星
野 

節
子
さ
ん
（
嘉
穂
保
健
福
祉

環
境
事
務
所　

助
産
師
）

■
と
こ
ろ

　

福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎 

２
階 

大
会

議
室
（
飯
塚
市
新
立
岩
８
番
１
号
）

■
対
象
者　

不
妊
に
つ
い
て
学
び
た

不
妊
に
つ
い
て
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

い
人

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
嘉
穂
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

保
健
福
祉
課 

高
齢
者 

児
童
家
庭
係

　

☎
０
９
４
８
ー
21
ー
４
９
１
４

　

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国
一
斉
未

払
賃
金
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
ト
ラ
ブ
ル

電
話
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

適
正
な
給
料
が
払
わ
れ
な
い
、
残

賃
金
や
残
業
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
会
を
開
催

業
や
休
日
出
勤
を
し
て
も
残
業
代
や

休
日
手
当
が
出
な
い
な
ど
、
賃
金
や

残
業
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に

司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　

11
月
23
日
㈮
・
㈷　

10
時
～
16
時

■
相
談
方
法　

電
話
相
談

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
電
話
番
号
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
司
法
書
士
会 

事
務
局

　

☎
０
９
２
ー
７
２
２
ー
４
１
３
１

　

平
成
19
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

11
月
21
日
㈬

■
と
こ
ろ

　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
（
田
川
市

平
松
町
３
ー
36
）

【
田
川
市
内
の
法
人
・
個
人
】

■
開
始
時
間　

10
時
20
分
～

【
田
川
郡
内
の
法
人
・
個
人
】

■
開
始
時
間　

13
時
50
分
～

※ 

年
末
調
整
関
係
の
資
料
は
、
事
前

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
説
明
会
当
日

に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

田
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
44
ー
４
５
７
６

■
定
員　

１
回
あ
た
り
先
着
20
人

■
料
金　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
㈳
福
岡
県
雇
用
対
策
協
会
）

　

☎
０
９
２
ー
７
２
０
ー
８
８
３
２

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す



�広報おおとう　2007.11月号

　田川地域の魅力を満載した観光マップが完成しました。
田川地域観光戦略策定協議会が、昨年から田川地域の観
光資源を調査し、検討を重ね作成したものです。
　各市町村の見どころを紹介した記事や、旅の目的に合
わせたモデルルートの紹介など、田川地域の観光スポッ
トを網羅した一冊です。役場１階の受付と事業課産経係
に無料で置いています。観光マップを片手に散策すると、
新たな田川の魅力が再発見できるかもしれません。

■問い合わせ　事業課 産業係　内線 222

「趣味の表装展」を開催します
英彦山で 11 月５日㈪～ 20 日㈫まで

　大任表装教室では 11 月５日か
ら 20 日までの間、添田町英彦山
の花公園で「趣味の表装展」を開
催します。
　表装教室の会員 12 人が、毎
週火曜日に大任町公民館で練
習・制作した表装作品を展示し
ています。是非足を運んでみ
てください。

■題名　表装展
■とき　11 月５日㈪～ 20 日㈫
　　　　10 時～ 17 時
■ところ　�添田町英彦山花公園　英彦山スロープカー

花駅　オープンギャラリーひこさん

　

放
送
大
学
で
は
次
の
と
お
り
、
19

年
度
第
２
学
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ
Ｓ
）

で
授
業
を
行
う
、
国
が
つ
く
っ
た
大

学
で
す
。

【
教
養
学
部
】　

学
士
（
教
養
）
の
学

位
が
取
得
で
き
ま
す
。
15
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
誰
で
も
無
試
験
で
入
学

で
き
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業

な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約

３
０
０
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。

【
大
学
院
】　

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

第
１
学
期
生
を
募
集

　

次
の
と
お
り
平
成
20
年
度
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　

50
人

■
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
（
見
込
）
以
上

■
教
育
年
限　

２
年

■
募
集
期
間

　

11
月
24
日
㈯
～
11
月
29
日
㈭

■
試
験
日　

12
月
１
日
㈯

■
合
格
発
表
日　

12
月
５
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ  

直
方
看
護
専
修
学
校

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
５
１
２

直
方
看
護
専
修
学
校
が

生
徒
を
募
集
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
体
験
入
学
を
実
施
し

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
21
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時
30
分

■
対
象
者　

聴
覚
障
害
の
あ
る
幼
児

（
平
成
17
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
）、
小
学
生
、
中
学
生
お

よ
び
、
そ
の
保
護
者
や
関
係
者

■
申
込
期
限　

11
月
７
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

　

☎
０
９
４
９
ー
26
ー
５
３
５
１

直
方
聾
学
校
が

体
験
入
学
を
実
施

　

次
の
と
お
り
准
看
護
師
の
学
生
募

集
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　

40
人

■
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
（
見
込
）
以
上

■
教
育
年
限　

２
年

■
受
験
料　

２
万
円

■
一
次
募
集
期
間

　

11
月
26
日
㈪
～
12
月
６
日
㈭

■
試
験
日　

12
月
９
日
㈰

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校

　

☎
42
ー
３
２
６
７

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校

が
准
看
護
師
の
学
生
募
集

■
募
集
期
間

　

平
成
19
年
12
月
15
日
㈯

～
平
成
20
年
２
月
29
日
㈮

※ 

体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
ー
４
７
３
ー
１
３
６
５

労
災
保
険
の
無
料
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
内
容

▼
労
災
年
金
受
給
者
の
介
護
問
題
、

生
活
問
題
、
年
金
問
題
▼
仕
事
の
疲

れ
（
長
時
間
労
働
）
か
ら
く
る
身
体

や
精
神
の
健
康
問
題
▼
労
災
保
険
の

制
度
上
の
問
題　

な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈶
労
災
年
金
福
祉
協
会　

福
岡
労

災
年
金
相
談
所

　

☎
０
９
２
ー
４
７
２
ー
７
１
６
１

仕
事
中
の
け
が
や
病
気

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

田川地区の観光マップが完成

▲ 大任町も紹介されています
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　現在、ふるさと館おおとうでは「わが町の鉄道展」
を開催しています。大任町には添田線と未完に終わっ
た油須原線という２つの鉄道がありました。今回の
企画展では写真や資料の展示を通して、大任町の発
展に大きな役割を果たした鉄道にスポットをあてま
す。鉄道に関する資料（写真、切符など）をお持ち
の人はご一報ください。
■とき　12 月２日㈰まで　※月曜日休館
　　　　９時～ 17 時
■ところ　ふるさと館おおとう企画展示室
■入場料　無料
問　ふるさと館おおとう　☎ 41-2055

「わが町の鉄道展」好評開催中
i n  ふるさと館おおとう

▲ 多くの人が訪れ記憶と記録を重ねています

　大任町体育振興協会では、次のとおり婦人スポー
ツ大会を開催します。是非、ご参加ください。
■種目　ソフトバレーボール
■とき　11 月 17 日㈯　18 時～
■ところ　B&G 体育館
■申し込み方法・期限　４人以上８人以内で１チー
ムを作って、11 月９日㈮までに教育課社会教育係（大
任町公民館）に参加申込書を提出してください。参
加申込書は区長・組長宅、大任町公民館にあります。
問　教育課 社会教育係　☎ 63-2242

婦人スポーツ大会で
汗を流してみませんか？

▲ 去年の婦人スポーツ大会の様子

　

飯
塚
駐
屯
地
で
は
、
次
の
と
お
り

「
創
立
41
周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

駐
屯
地
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
入
れ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
23
日
㈮
・
㈷

　
　
　
　

８
時
30
分
～
15
時

■
と
こ
ろ　

飯
塚
駐
屯
地
（
飯
塚
市

津
島
２
８
２
）

※ 

新
飯
塚
駅
、
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー

飯
塚
駐
屯
地
で

記
念
行
事
を
開
催

■
と
き　

11
月
17
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

福
岡
県
立
大
学 

大
講
義
室
（
田
川

市
伊
田
４
３
９
５
番
地
）

■
演
題

　
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
で
心
が
育
つ

■
講
師

　

古
川 

年
巳
さ
ん
（
料
理
研
究
家
・

栄
養
士
）

■
入
場　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

　

☎
０
８
０
ー
５
２
１
０
ー
０
２
４
５

筑
豊
市
民
大
学
公
開
講

演
会
を
開
催
し
ま
す

付
近
お
よ
び
小
竹
駅
か
ら
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

■
内
容

　

①
記
念
行
事
、
パ
レ
ー
ド 

②
模
擬

戦
闘
訓
練
展
示 

③
装
備
品
展
示 

④
こ

ど
も
広
場
、
バ
ル
ー
ン
登
場 

⑤
催
し

物
（
音
楽
演
奏
な
ど
） 

⑥
文
化
展
、
模

擬
売
店

■
問
い
合
わ
せ

　

飯
塚
駐
屯
地 

広
報
室

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
７
６
５
１

■
と
き

　

11
月
17
日
㈯　

11
時
～
16
時
30
分

筑
豊
糖
尿
病
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

■
と
こ
ろ

　

直
方
中
央
公
民
館
（
直
方
市
津
田

町
７
番
20
号
）

■
内
容

　

糖
尿
病
教
育
講
演
、
糖
尿
病
患
者

さ
ん
に
よ
る
体
験
発
表
、
糖
尿
病
医

療
相
談
、
栄
養
相
談
、
療
養
指
導
、

限
定
検
査
、
血
糖
測
定
、
お
弁
当
に

よ
る
食
事
指
導
な
ど

【
糖
尿
病
教
育
講
演
】

■
演
題

　
「
老
い
て
糖
尿
病
と
楽
し
く
付
き
合

う　

―
 

高
齢
化
社
会
と
糖
尿
病 ―

」

■
講
師

　

小
串 

俊
雄
さ
ん
（
北
九
州
湯
川
病

院 

院
長
）

■
問
い
合
わ
せ　

小
竹
町
立
病
院

　

☎
０
９
４
９
６
ー
２
ー
０
２
８
２

　

田
川
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
次

の
と
お
り
平
成
20
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
新
規
学
卒
者
】（
平
成
20
年
３
月
卒

業
予
定
者
）

■
募
集
期
間

　

平
成
19
年
11
月
１
日
㈭
～

平
成
20
年
１
月
18
日
㈮

■
選
考
日　

平
成
20
年
１
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
立 

田
川
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
44
ー
１
６
７
６

田
川
高
等
技
術
専
門
校
が

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

㏋Tagaw
a-sot@

pref.fukuoka.
lg.jp

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク  

☎
44
ー
８
６
０
９
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骨
粗
し
ょ
う
症

　

近
年
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
病
気
に
「
骨
粗
し
ょ

う
症
」
と
い
う
骨
が
も
ろ
く
な
る
病
気
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
、
特
に
女
性
に
多
い
病
気

で
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
「
老
化
も
更
年
期
も
ま
だ

ま
だ
先
の
こ
と
」
と
他
人
ご
と
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
人
…
…
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い

で
す
。「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
の
危
険
は
誰
に

で
も
ひ
そ
か
に
忍
び
よ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不

足
か
ら
骨
の
密
度
が
減
少
し
、
骨
が
ス
カ
ス

カ
に
な
り
、
折
れ
や
す
く
な
る
病
気
の
こ
と

で
す
。
現
在
、
日
本
で
は
約
５
百
万
人
も
の

患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
性

別
で
見
る
と
女
性
に
多
く
、
50
歳
代
で
21
％
、

60
歳
代
で
48
％
、
70
歳
代
で
67
％
、
80
歳
代

で
は
な
ん
と
84
％
も
の
高
率
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
約
90
万
人
は
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

寝
た
き
り
の
人
の
原
因
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う

症
に
よ
る
骨
折
が
３
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す

（
１
番
目
は
脳
卒
中
、
２
番
目
は
老
衰
）。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因

　

高
齢
者
で
腰
が
曲
が
っ
た
り
、
背
が
縮
ん

だ
り
し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

こ
れ
も
骨
粗
し
ょ
う
症
か
ら
き
て
い
る
場
合

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
骨

の
も
と
に
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足

や
、
老
化
に
よ
る
骨
を
つ
く
る
た
め
の
ホ
ル

モ
ン
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
不

足
し
て
く
る
と
骨
を
作
る
量
よ
り
も
骨
を
壊

す
量
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
最
近

で
は
、
若
い
女
性
の
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
な
が
っ
て
く
る
ケ
ー
ス

も
み
ら
れ
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は
予
防
が

最
も
重
要
な
疾
患
で
す
。
女
性
で
は
、
10
代

後
半
か
ら
20
歳
頃
ま
で
に
骨
量
が
最
大
に
な

り
、
以
後
40
歳
頃
ま
で
こ
れ
が
維
持
さ
れ
、

そ
の
後
閉
経
と
と
も
に
急
速
に
骨
量
が
低
下

し
て
き
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
い
生
活
ス
タ

イ
ル
と
し
て
は
、
①
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食

事
を
し
て
い
な
い 

②
偏
食
し
が
ち 

③
体
を

動
か
す
こ
と
が
少
な
い 

④
過
労
や
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
…
…
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
法

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
と
し
て
、
食
生
活

で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
（
乳
製
品
や
魚
類
、
大
豆

食
品
や
小
松
菜
な
ど
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
魚

類
や
き
の
こ
類
な
ど
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
２
（
納

豆
や
ク
ロ
レ
ラ
な
ど
）
を
積
極
的
に
摂
り
入

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
面
で
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
軽
め
の
運
動
を
毎
日
30
分
間
ほ
ど
無
理

な
く
行
う
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
関

節
痛
な
ど
で
歩
行
が
困
難
な
人
に
は
、
温
水

プ
ー
ル
浴
（
水
中
で
歩
く
、
は
ず
む
、
体
を

曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
す
る
）
な
ど
も
効
果

的
で
す
。
逆
に
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
阻
害
す
る
作
用
が
あ

り
、
骨
量
を
低
下
さ
せ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

問　

住
民
課 

国
保
係　

内
線
１
２
３

ひそかに忍び寄る「骨粗しょう症」いきいき
国保

Vol. 5

落とし物・忘れ物の取扱制度が変わります
飲酒運転撲滅へ  ハンドルキーパー運動

飲酒運転事故が社会問題化してい
る背景を受け、道路交通法が改

正され、9 月 19 日から施行されました。
▼周辺者への罰則が明確に
　この法改正により、飲酒運転者の罰
則が強化されただけでなく、その周辺
者への罰則が新たに設けられました。
今後、運転者にお酒を勧める、飲酒者
の運転する車に同乗したり運転を強要

したりする、飲酒者に車両を提供する
など、飲酒運転をほう助した場合、最
高で 5 年以下の懲役又は 100 万円以下
の罰金が科せられるようになりました。
▼今日のハンドルキーパーは誰？
　そして、今広がりをみせている運動
がハンドルキーパー運動。ハンドルキー
パー運動とは、自動車で飲食店などに
行く場合、仲間同士やお店の協力を得

てお酒を飲まない
人（ハンドルキー
パー）を決めます。
そして、その人が
責任を持って仲間を
自宅に送り届けること
で、飲酒運転事故を未然に防ぐ運動で
す。みなさんもハンドルキーパー運動に
参加して、飲酒運転を撲滅しましょう。

ハンドルキーパーの
ロゴマーク

落とし物や忘れ物の取り扱い方法
を定めた遺失物法が改正され、

12 月 10 日に施行されます。
▼保管期間が３カ月に
　これまでは警察署に拾得物が届けら
れた場合、落とし主を探す、あるいは、
落とし主からの連絡を待つ期間は６カ
月でしたが、この期間が３カ月に変更
されます。

▼インターネットで公表されます
　各都道府県内で
取り扱われた拾得
物に関する情報が
ホームページで公
表され、探しやす
くなります。

▼個人情報が入った物は
所有権を取得できません

　携帯電話やカー
ド類などの個人情
報 が 入 っ た 物 は、
個人情報保護の観
点から、落とし主
が見つからない場
合でも取得者に所有権が移転しません。

問 添田警察署　☎ 82-0110

A law changed
A law changes
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に
は
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
に
は
、
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
し
く
み

で
、
経
済
変
動
に
対
応
し
て
い
る
こ

と
。
し
か
も
終
身
の
年
金
だ
か
ら
、

長
生
き
し
て
も
安
心
で
す
。
ま
た
、

基
礎
年
金
の
３
分
の
１
（
※
）、
運
営

の
た
め
の
費
用
は
国
庫
が
負
担
し
て

い
る
点
で
も
有
利
。
民
間
金
融
機
関

と
違
っ
て
倒
産
す
る
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ど
ち
ら
が
有
利
か
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
ベ
ー
ス
は
公
的
年
金
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
し
て
個
人
年
金
や
貯
蓄

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
老
後
生

活
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
21
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
２

分
の
１
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

11 月の休室日

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
２
３

問い
合わせ

一般書
銀
漢
の
賦

葉
室 

麟 

著

大
好
き
や
っ
た
ん
や
で

れ
い 

著

その他

よ
く
あ
る
疑
問
と
誤
解
に
お
答
え
し
ま
す

公
的
年
金
は
い
ず
れ
破
た
ん
す

る
と
い
う
う
わ
さ
は
本
当
？

国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て

い
る
制
度
。
破
た
ん
す
る
こ
と

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
は
、
受
給
者
数
３
千
万
人
、

被
保
険
者
７
千
万
人
と
い
う
大
き
な

保
険
集
団
で
、
国
が
何
十
年
と
い
う

長
期
の
見
通
し
を
た
て
な
が
ら
運
営

し
て
い
る
制
度
。
破
た
ん
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

む
し
ろ
、「
年
金
は
危
な
い
」
と
い
っ

た
風
潮
を
う
の
み
に
し
て
、「
保
険
料

を
納
め
て
も
ム
ダ
」
と
い
う
人
が
増

え
る
こ
と
の
方
が
心
配
で
す
。
老
後

の
保
障
と
し
て
、
公
的
年
金
以
上
に

確
実
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
年
金
や
貯
蓄
の
方
が
、
公

的
年
金
よ
り
有
利
な
の
で
は
？

少
な
く
と
も
、
個
人
年
金
や
貯

蓄
よ
り
公
的
年
金
の
方
が
確
実

で
す
。

　

結
果
と
し
て
何
十
年
後
に
ど
ち
ら

が
有
利
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
誰

に
も
予
想
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

公
的
年
金
に
は
、
個
人
年
金
や
貯
蓄

半
紙
で
折
る

折
形
歳
時
記

折
形
デ
ザ
イ
ン
研
究
所 
編
著

★ 一般書 ★
◎私はリトル・アインシュタインをこう育てた
　　　　　　　　　　　　　　　　陳 慶恵  著
◎漱石の夏やすみ　　　　　　　高島 俊男  著
◎とてつもない日本　　　　　　麻生 太郎  著
◎仙がい百話　　　　　　　　　石村 善右  著
◎脳を育てる食べ物　　　 エヴァ・カンポ  著
◎クイズ幕末・維新・明治　　 主婦の友社  編
◎洒落札咄し　　　　　　　　　立川 文志  著
◎泣き虫しょったんの奇跡　　　瀬川 晶司  著

★  児童書  ★
◎僕、９歳の大学生　　　　　　　矢野 祥  著
◎メダカのえんそく　　　　　　阿部 夏丸  著
◎なぞのパスワード 1098　　  白金 ゆみこ  著
◎作って遊べ！ 手が脳を鍛える
　　　　　　　　　　　　かざま りんぺい  著
◎トットちゃんとカマタ先生のずっとやくそく
　　　　　　　　　　　　　　　黒柳 徹子  著
※ このほかにもたくさん入庫しています

反
転　
　

 

闇
社
会
の

守
護
神
と
呼
ば
れ
て

田
中 

森
一 

著

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
、

ペ
ネ
ロ
ペ
！

ア
ン 
グ
ッ
ド
マ
ン 

著

星
の
き
ほ
ん

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ　

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

駒
井 

仁
南
子 

著

QA

児童書
純
愛

稲
森 

遥
香 

著

恋
空　

切
ナ
イ
恋
物
語

美
嘉 

著

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

た
べ
る
ぜ
！ 

大
ぐ
い
せ
ん
し
ゅ
け
ん

原 

ゆ
た
か 

著

QA
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今
月
号
は
町
内
で
行
わ
れ
て
い
た

宮
相
撲
と
町
内
に
残
る
相
撲
塚
に
つ

い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宮
相
撲
は
神
事
に
関
係
す
る
も
の

で
主
に
神
社
で
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
現
在

は
廃
れ
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
行
な

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
起
源
は
定
か
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
内
で
は
明
治
時

代
か
ら
戦
後
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
町
内
の
み
な
ら
ず
、
町

外
か
ら
も
力
自
慢
の
若
者
の
参
加
が

あ
り
、
名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

娯
楽
の
少
な
い
当
時
、
相
撲
は
人
々

に
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。
実
力
者

の
中
に
は
大
相
撲
に
入
門
し
た
人
も

い
た
そ
う
で
す
。
町
内
に
は
、
当
時

の
様
子
が
分
か
る
資
料
と
し
て
締
め

込
み
や
化
粧
回
し
、
弓
取
り
式
に
使

わ
れ
た
弓
な
ど
の
資
料
の
ほ
か
に
写

真
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

相
撲
塚
は
、
秋
永
に
一
つ
、
成
光

に
一
つ
、
道
善
に
一
つ
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
秋
永
は
「
梅
乃
森
」、

成
光
は
「
新
葉
」、
道
善
は
「
桜
川
」

と
い
う
力
士
の
顕
彰
碑
で
、
宮
相
撲

に
大
き
く
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
の
も

の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
新
葉
」
は
後
に
述
べ
る
秋
永
の
碑

の
中
に
行
司
と
し
て
そ
の
名
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
力
士
だ
け
で
は
な
く
行

司
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
秋
永
の
碑
に
は
顕
彰
碑
と

は
別
に
石
碑
建
立
に
た
ず
さ
わ
っ
た

弟
子
の
名
前
が
書
か
れ
た
碑
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
碑
の
表
面
が
風
化

し
て
お
り
読
み
取
り
に
く
い
箇
所
も

あ
り
ま
す
が
、
碑
に
は
50
人
ほ
ど
の

弟
子
た
ち
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

「
玉
港
」、「
宮
八
川
」、「
和
田
ノ
森
」

と
い
っ
た
力
士
の
し
こ
名
が
読
み
取

れ
ま
す
。
力
士
の
他
に
行
司
と
呼
ば

れ
る
人
も
見
受
け
ら
れ
、
宮
相
撲
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
時
代
の
様

子
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41

－

２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

相す

撲も
う

塚づ
か

（
秋
永
・
成
光
・
道
善
）

第24 話

白し
ら

星ぼ
し

No.24

●種　属　ハシラサボテン亜科マミラリア属
●原産地　メキシコ・コアウィラ州
●開花時期　早春
●特　徴　�柔らかい羽毛状の白トゲが体側を覆うよ

うに包む。よく群生する。
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ 63-4832

▲ 宮相撲の力士の写真

▲ 梅乃森の相撲塚（秋永）

◀ 

新
葉
の
相
撲
塚
（
成
光
）

●
作
品
名　
「
文
人
表
装
」

　
（
大
任
町
文
化
連
盟 

表
装
教
室
か
ら
選
出
）

●
作
者　

西 

加
予
さ
ん
（
皿
山
）

●
コ
メ
ン
ト
「
父
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
供

養
の
た
め
に
作
っ
た
作
品
で
す
。
表
装
教
室

に
毎
回
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
」
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　左図の迷路をアルファベッ
トの順番に進んでゴールして
ください。
　回答用紙は各学校の事務室
前の青い箱に置いています。
回答用紙に答えを書いたら、
学級と名前を書いてもう一度
青い箱に入れてください。
　回答期限は 11 月 16 日㈮
までです。

先月号の答え
① Halloween　② 10 月 31 日　③ Jack-o'-Lantern

　先月号のクイズの回答者数は
164 人、正解者は 50 人でした。
厳正なる抽選の結果、当選者は
どんぐり保育園の坂本竜太郎く
んに決定しました。おめでとう
ございます。

■問い合わせ
　教育課 学校教育係　内線 218

ＡＢ Ｃ Ｄ ＥＦ Ｇ

ダニエルの
クイズ

Vol. 2

ダニエル・トルソン ● 町内の小中学校で英
語を教えるALT。ウイグル出身。田川市在住。

今月の問題：アルファベット迷路

　ダニエルが毎月クイズを出題します。対象者は中学生以
下です。正解者の中から抽選で１名に図書券 500 円分を
差し上げます。当選者は次号の広報紙に写真掲載されます。

☆  ☆

　11 月に誕生日を迎える
３歳までのお子さんの写
真を募集します。
　写真またはデジカメの
データを持参してくださ
い。
次回の締め切りは 11 月
14 日㈬です。
問 企画財政課 広報係
　内線 216（役場２階）

ちゃん １歳
平成 18 年 11 月 28 日生まれ

成光地区・男の子

大任中１年　峯 恭介さん
「『飲酒運転』について」

大任中２年　森 優子さん
「いのちを大切に…。」

大任中２年　皆川 遥さん
「好きこそ物の上手なれ」

今任小６年　秋山 ちやさん
「しなければいけない事」

大任小６年  佐々木 杏子さん
「『心が一つになった』とき」

大任中１年　奥永 莉子さん
「地球」

今任小５年　永原 心花さん
「夢」

大任小５年　原田 鈴佳さん
「変わる地球」

大任小５年　山下 結菜さん
「『やめろ』の一言を」

子どもたちの主張に耳を傾けてみませんか？第 20 回

少 年 張主の 大 会
　大任町青少年育成町民会議では、子どもたちの健やかな成長
を願って、次のとおり「少年の主張大会」を開催します。子ど
もたちの柔軟な発想を会場で直接感じてみてください。
　また、少年の主張大会終了後は発表者と観覧者を対象に「レ
クリエーション大会」を開催します。お楽しみ抽選会もありま
すので、是非ご参加ください。参加者には軽食を用意しています。

★少年の主張大会
■とき　12 月１日土　10 時～
■ところ　レインボーホール
■入場料　無料

★レクリエーション大会
■とき　12 月１日土　少年の主張大会終了後（12 時ごろ）
■ところ　B&G 体育館
■対象者　中学生以下
■参加料　無料

■問い合わせ　教育課 社会教育係　☎ 63-2242

坂本 竜太郎くん
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● 発生件数    8 件（108 件）
● 死亡者数    0 人（    1 人）
● 負傷者数    5 人（  58 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２－０１１０
大任交番　　☎６３－２１１０

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

添田警察署からのお知らせ

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　10 月初旬に添田町内で死亡事故が
発生しました。ちょっとした心のすき
が大事故につながります。交通ルール
を順守して、安全運転に努めましょう。

町内犯罪発生状況（９月中）
種  類 件 数

空き巣・忍び込みなど 　１件
オートバイ・自転車盗 　０件
自動車盗 　０件
部品盗 　０件
車上荒らし 　０件

自動販売機荒らし 　０件
ひったくり 　０件 ふっけい君

 11 月行事予定表    　霜月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 29 30 31 １ 灯台記念日・計量記念日 ２ ３ 文化の日

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

大任町総合文化祭
（芸能発表・作品展示）
【レインボーホール・  

     B&G 体育館
９時 30 分〜 17 時】

４ ５ 全国糖尿病週間 ６ 年金週間７ 国有財産の日８ 立冬９ 119 番の日 10 技能の日

大任町総合文化祭
（作品展示のみ）
【 B&G 体育館

９時〜 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

３歳児健診
( 対象者個人通知 )

【多目的13時30分
〜14時30分】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10 時〜 12 時】

三種混合予防接種
（３～ 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

成人教育講演会
【レインボーホール

18 時 45 分〜 21 時】

魚釣り大会
【彦山川

   柿原橋～今任橋間
   ７時 30 分〜 12 時】

11 税を考える週間 12 13 14 15 七五三 16 17
食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

婦人スポーツ大会
【B&G体育館18時〜】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時〜】

18 19 食育の日 20 21 22 23 勤労感謝の日 24 男女共同参画の日

BCG予防接種
（３～６ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室 13 時 30 分

〜 14 時 30 分】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

25 女性に対する
暴力撤廃国際日 26 27 28 税関記念日 29 30 １ 世界エイズデー

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

ポリオ予防接種
（３～ 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

少年の主張大会
【レインボーホール

10 時〜】
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡 11 月のイベント

◆
今
月
の
表
紙

　

な
の
は
な
保
育
所
で
の
芋
掘
り
。

10
月
12
日
午
前
11
時
ご
ろ
撮
影
。
園

児
た
ち
は
我
先
に
と
、
顔
の
大
き
さ

ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を

次
々
と
園
内
の
畑
か
ら
掘
り
出
し
て

い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
園
内
で
石
焼
き
イ
モ
に
し
て
食
べ

た
り
、
お
土
産
と
し
て
家
に
持
っ
て

帰
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

2,612 世帯（＋ 4）

計 5,991 人 ( －   9 人 ) 計 1,596 人 ( －2 人 )

女 1,024 人 ( －2 人 )

男    572 人 ( ± 0人 )

女 3,181 人 ( －   6 人 )

男 2,810 人 ( －   3 人 )

（平成 19年９月末現在）

まちの介護福祉講座

高齢者の不眠について　後編

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

●健康づくりシンポジウム【福岡県立大学５号館】
　11 月 11 日（日）　13 時～ 17 時 30 分
　内容：「食による健康づくり」　シンポジスト
　韓国大邱韓医大学教授、県立大学教授など
　参加無料、申し込み不要
●子育て講演会「乳幼児の生活とメディア」
　【市民会館講堂】11 月 26 日（月） 10 時～ 12 時
　講師：原 陽一郎さん（九州大谷短期大学講師）
　※講演会終了後、個別相談を行います。
　定員：50人　託児あり（要予約、託児代100円）
　申込期限：11 月 16 日（金）　参加費：無料

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp）

●第 12 回英彦山男魂祭【深倉園地】
　11 月 11 日（日）11 時～
　�絶景の深倉峡にある奇怪な男魂岩のふもとで、

みこし担ぎやもちまき、地元の特産品を販売

◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com）

●第８回雪舟さんのもみじ祭
　【川崎町安真木　雪舟さんの魚楽園】
　11 月 18 日（日）　10 時～

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp）

●�第十五回 香春町平成万葉の集い【香春町町民
センター】12 月２日（日）　13 時 30 分～

　�事前応募の入選歌発表と表彰　ミニコンサー
ト：「日本の歌」ソプラノ独唱　荒田 砂代子
さん、ピアノ伴奏　宮崎 由紀子さん

◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp/）

●いいばい　とっても　だいすき祭 '07
　【糸田町文化会館周辺】11 月 10 日（土）
　９時～　11 月 11 日（日）　９時 30 分～
●第 16 回合唱フェスティバル【糸田町文化会館】
　12 月２日（日）　13 時 30 分～
　入場料：300 円（小学生以下は無料）

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）

●金田ゑびす祭（カナダエビスマツリ）
　【菅原神社境内（消防金田分署そば）】
　12 月２日（日）　17 時～ 21 時 30 分
　12 月３日（月）　７時～ 11 時
　�商売繁盛・家内安全を祈願するお祭りです。
　�出店、富くじ・福引き（前売り券 1,300 円、

当日券 1,500 円）あり。
　※前売り券は、金田町商工加盟店で販売

★
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

　

最
高
で
一
等
６
億
円
が
当
た

る
サ
ッ
カ
ー
く
じ
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｇ
」。

先
日
、15
億
円
以
上
が
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー

（
繰
り
越
し
）
し
て
い
た
結
果
、
一
等
６
億

円
が
３
本
も
出
ま
し
た
。
僕
も
一
等
を
夢

見
て
購
入
し
て
い
た
も
の
の
、
残
念
な
が

ら
（
当
然
の
よ
う
に
）
そ
の
３
本
に
は
入

ら
ず
…
…
。
で
も
当
た
っ
た
と
き
の
こ
と

を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
と
使
い
道
を
計
画

し
て
い
る
時
間
が
一
番
楽
し
い
で
す
。（
毅
）

　前回は高齢者の不眠の種類や原因、また、不眠によって考えられる危険
性などをお話しましたが、今回は不眠に対する改善方法などを考えてみた
いと思います。
　では、良い睡眠とは何でしょうか？　一言で言うと「あ～よく寝た！」と、
朝気分良く目覚められるか、ということだと思います。良い睡眠とは、時
間ではなくその質で満足感が左右されるということです。
　ではなぜ、子どもはあんなにぐっすりと眠れるのでしょうか？　「大人
のような悩みがないからだ」と言う人もいるかも知れませんが、単純に日
中遊び過ぎて疲れ果てたからだと思います。高齢者にもほぼ同じようなこ
とが当てはまるのです。
　ある家族の方から聞いた話ですが「うちのおばあちゃんは、デイサービ
スへ行った日は、朝までぐっすりと休んでいます」とのことです。要は、
夜に気持ち良く睡眠するためには、日中の過ごし方がとても大切になると
いうことです。
　では、いくつか改善方法をあげてみたいと思います。
▶日光を浴びる　　人間には体内時計があり、それが狂うと様々な支障が
現れると言われています。それを調節するためには、できるだけ朝のうち
に日光を浴びると良いでしょう。
▶規則正しい生活を送る　　前記とも関連することですが、起床や食事、
就寝時間などを毎日ほぼ同じ時間に行うことで、生活にリズムが生まれま
す。
▶食後の居眠りに注意する　　お昼寝は健康に良いと言われていますが、
あまり長くなり過ぎると逆効果です。15 ～ 30 分程度を目安にしましょう。
また夕食後の居眠りは避けるようにしましょう。
▶適度な運動をする　　決まった時間に運動をすることにより、さらなる
生体リズムの調整が行われます。あまり激しいものではなく、高齢者の場
合は夕方の散歩などを就寝の 3 時間前までに行うと良いでしょう。
▶人に会う　　他者との積極的な交流や会話は脳を活性化させます。逆に
言うとそれだけ脳が疲れるということになります。
　睡眠とは疲れた身体や脳を再び元気にさせる行為です。まずはその原点
に立ちかえってみましょう。



成人教育講演会を開催します
とき　11 月 9 日 (金)　18 ： 45 ～ 21 ： 00

ところ　レインボーホール

演題　「家庭で、 学校での 『子ども伸ばしのコツ』 を」

講師　大畑 誠也さん （熊本県立盲学校長）
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。

　平成 12年、熊本県立菊池高等学校長時代に「菊池発！ 
未来教育サミット」を開催。教育実践を生徒と一緒に
なって発表し、大きな感動を与える。
　平成 16年、熊本県立八代高等学校長時代に「学校に
喝！ 入試に勝つ！ 己に勝つ！」を発刊。人間教育と受
験の関係を見事に示し、注目される。熊本第一高等学
校長を経て、現在、熊本県立盲学校長。
　「あいさつ校長」として全国的にも有名。あいさつす
ることで社会の一員としての自覚が芽生え、ひいては
勉学にも身が入るようになると主張する。

家大畑 誠也 先生
profile

主催：大任町PTA連合会
共催：筑豊地区学力向上拠点形成事業推進会議
問い合わせ：大任小学校　☎ 63-2007


